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一
　
は
じ
め
に

　
中
國
華
嚴
敎
學
は
、
初
唐
の
智
儼
（
六
〇
二
～
六
六
八
）
と
法
藏
（
六

四
四
～
七
一
二
）
の
師
弟
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
中
唐
に
は
澄
觀
（
七
三

八
～
八
三
九
）
や
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
等
が
出
て
、
各
々
そ
の
思

想
を
著
作
と
し
て
殘
し
た
。
し
か
し
、
唐
末
か
ら
五
代
十
國
時
代
（
九

〇
七
～
九
六
〇
）
の
戰
亂
に
よ
っ
て
各
地
の
寺
院
が
被
害
を
受
け
た
こ

と
で
、
多
く
の
佛
敎
典
籍
が
散
逸
し
、
敎
學
の
硏
鑽
も
一
時
停
滯
す
る
。

　
北
宋
の
時
代
に
入
っ
て
佛
敎
が
勢
力
を
取
り
戾
し
て
く
る
と
、
印
刷

文
化
の
發
展
に
伴
っ
て
大
藏
經
（
一
切
經
）
の
刋
刻
が
各
地
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
宋
代
に
開
板
さ
れ
た
大
藏
經
と
し
て
は
、
蜀
の
成

都
で
開
板
さ
れ
た
開
寶
藏
や
、
福
州
の
東
禪
寺
版
と
開
元
寺
版
、
あ
る

い
は
湖
州
の
思
溪
版
等
が
著
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
藏
經
は
、
漢
譯

さ
れ
た
イ
ン
ド
撰
述
佛
典
を
中
心
に
、
あ
ら
ゆ
る
佛
典
を
集
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
そ
の
費
用
は
主
に
在
家
信
徒
等
か
ら
の
施
財

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
通
番
號
と
し
て
千
字
文
が
付
さ
れ
る
と
い
っ
た
特

徵
が
あ
る
。
他
方
で
、
宋
代
に
は
こ
う
し
た
大
規
模
な
開
板
事
業
と
は

別
に
、
天
台
宗
・
華
嚴
宗
・
律
宗
な
ど
の
章
疏
、
す
な
わ
ち
中
國
撰
述

の
註
釋
書
や
綱
要
書
を
各
地
の
寺
院
で
單
刻
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

　
華
嚴
宗
章
疏
は
、
北
宋
の
元
豐
八
年
（
一
〇
八
五
）
に
高
麗
の
義
天

（
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
が
入
宋
し
て
杭
州
慧
因
院
の
住
持
で
あ
っ
た

晉
水
淨
源
（
一
〇
一
一
～
八
八
）
に
師
事
し
、
失
わ
れ
て
い
た
典
籍
を
淨

源
の
も
と
に
送
っ
た
こ
と
で
宋
に
復
還
し
た
。
も
と
よ
り
朝
鮮
半
島
に

は
、
智
儼
の
高
弟
で
あ
っ
た
新
羅
の
義
湘
（
義
相
、
六
二
五
～
七
〇
二
）

　
　
　
南
宋
に
お
け
る
華
嚴
宗
章
疏
の
刋
刻
と
敎
學
の
展
開

　
　
　
　
　
―
智
儼
撰
『
孔
目
章
』
を
例
に

―
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以
來
の
華
嚴
敎
學
の
傳
燈
が
あ
り
、
義
天
は
唐
代
の
華
嚴
宗
章
疏
の

多
く
を
高
麗
續
藏
（
義
天
敎
藏
）
と
し
て
開
板
し
て
い
る
。
本
稿
で
取

り
上
げ
る
智
儼
撰
『
華
嚴
經
內
章
門
等
雜
孔
目
』（
以
下
、『
孔
目
章
』）

も
、
五
代
十
國
時
代
に
一
度
は
散
逸
し
た
が
、
北
宋
期
に
高
麗
續
藏
本

が
慧
因
敎
院
に
送
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
復
刋
が
始
ま
る
の

は
南
宋
の
紹
興
一
六
年
（
一
一
四
六
）
ま
で
下
り
、
さ
ら
に
新
出
資
料
・

擇
梧
述
「
宋
版
孔
目
章
卷
四
後
序
」（
稱
名
寺
圣
敎
八
五
函
五
號
『
孔
目
章

成
佛
心
要
後
序
』
の
う
ち
）
に
よ
っ
て
、
全
卷
の
開
板
が
終
わ
っ
た
の
は

乾
衟
九
年
（
一
一
七
三
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

１
）。

こ
の

よ
う
に
、
宋
版
『
孔
目
章
』
の
刋
刻
は
、
義
天
の
入
宋
か
ら
約
九
十
年

後
に
よ
う
や
く
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
南
宋
の
華
嚴
宗
に
お
い
て
智
儼
の
思
想
が
再
評
價
さ

れ
、
宋
版
『
孔
目
章
』
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
を
檢
討
す
る
。
本
稿

の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
智
儼
の
著
作
の
刋
行
が

始
ま
る
紹
興
年
閒
（
一
一
三
一
～
六
二
）
に
お
け
る
華
嚴
宗
の
動
向
を

整
理
す
る
。
續
く
第
三
節
で
は
、
乾
衟
年
閒
（
一
一
六
五
～
七
三
）
に
お

け
る
華
嚴
宗
章
疏
の
刋
刻
狀
況
を
檢
討
す
る
。
そ
し
て
第
四
節
に
お
い

て
、
擇
梧
が
自
ら
の
開
板
活
動
の
意
義
を
ど
う
捉
え
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
、
さ
ら
に
中
國
で
唯
一
の
『
孔
目
章
』
註
釋
書
、
撰
者
未
詳
『
釋

雲
華
尊
者
融
會
一
乘
義
章
明
宗
記
』（
以
下
、『
明
宗
記
』）
と
の
共
通
性

を
考
察
す
る
。
以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
南
宋
の
華
嚴
宗
に
お
け
る
敎

學
の
展
開
と
刋
刻
活
動
の
關
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

二　

紹
興
年
閒
の
『
孔
目
章
』
卷
一
刋
刻
と
敎
理
論
爭

（
１
）
義
和
に
よ
る
華
嚴
宗
章
疏
の
刋
刻

　

北
宋
期
開
板
の
單
刻
佛
典
は
現
存
例
が
少
な
く
、
近
代
以
降
に
發
見

さ
れ
た
出
土
資
料
も
多
く
は
敎
理
文
獻
で
は
な
く
、『
法
華
經
』
等
の

日
用
經
典
で
あ
る
と
言
わ
れ
る（

２
）。

た
だ
し
、
現
存
す
る
版
本
の
原
刋
記

や
目
錄
等
の
記
錄
か
ら
、
華
嚴
宗
章
疏
の
單
刻
は
既
に
北
宋
期
に
は
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
淨
源
は
高
麗
よ
り
送
ら

れ
た
多
く
の
華
嚴
宗
章
疏
を
開
板
し
た（

３
）。

し
か
し
、
智
儼
の
著
述
も
高

麗
か
ら
復
還
し
て
は
い
た
も
の
の
、
北
宋
期
に
は
刋
勒
ま
で
至
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
南
宋
の
紹
興
年
閒
に
開
板

さ
れ
た
『
孔
目
章
』
卷
一
の
後
序
に
は
、「
适
緣
三
法
師
箋
二

–

註
唐
經
一、

未
レ
暇
二
開
板
一。（

４
）」
と
、
淨
源
は
ち
ょ
う
ど
「
唐
經
」
つ
ま
り
八
十
卷
本

『
華
嚴
經
』
の
註
釋
作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
の
で
、『
孔
目
章
』
を
刋
行

で
き
な
か
っ
た
と
あ
る
。

　

殊
に
北
宋
期
に
は
澄
觀
・
宗
密
の
著
作
が
重
點
的
に
刋
刻
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
漢
譯
『
華
嚴
經
』
の
諸
本
の
う
ち
、
唐
の
圣
曆
二
年
（
六

九
九
）
に
實
叉
難
陀
が
譯
出
し
た
八
十
卷
本
『
華
嚴
經
』（
八
十
『
華
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嚴
』）
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
關
係
す
る
。『
華
嚴
經
』
の
代
表
的
な

漢
譯
と
し
て
は
八
十
卷
本
の
他
に
、
東
晉
の
義
煕
一
四
年
（
四
一
八
）

に
佛
馱
跋
陀
羅
が
譯
出
し
た
六
十
卷
本
（
六
十
『
華
嚴
』）
と
、
唐
の
貞

元
一
四
年
（
七
九
八
）
に
般
若
三
藏
が
「
入
法
界
品
」
に
相
當
す
る
部

分
を
飜
譯
し
た
四
十
卷
本
（
四
十
『
華
嚴
』）
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
の

う
ち
、
內
容
を
完
備
し
て
い
る
の
は
六
十
卷
本
と
八
十
卷
本
で
あ
り
、

前
者
の
註
釋
と
し
て
は
智
儼
撰
『
大
方
廣
佛
華
經
經
搜
玄
分
齊
通
智
方

軌
』（『
搜
玄
記
』）
お
よ
び
法
藏
撰
『
華
嚴
經
探
玄
記
』（『
探
玄
記
』）
が

あ
る
。
一
方
で
、
八
十
『
華
嚴
』
の
飜
譯
に
は
法
藏
も
參
畫
し
た
が
、

そ
の
註
釋
を
完
成
さ
せ
る
前
に
沒
し
た
の
で
、
弟
子
の
慧
苑
（
六
七
三
？

～
七
四
三
？
）
が
こ
れ
を
引
き
繼
い
で
『
續
華
嚴
經
略
疏
刋
定
記
』（
以

下
、『
刋
定
記
』）
を
著
し
た
。
し
か
し
、
後
に
澄
觀
が
慧
苑
の
敎
學
を

批
判
し
た
た
め
、
八
十
『
華
嚴
』
の
註
釋
と
し
て
は
澄
觀
の
著
作
が
主

流
と
な
っ
た
と
い
う
經
緯
が
あ
る
。
こ
の
三
本
の
漢
譯
に
つ
い
て
、
南

宋
の
紹
興
二
五
年
（
一
一
五
五
）
に
刋
行
さ
れ
た
澄
觀
撰
『
華
嚴
經
綱

要
』
の
跋
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

華
嚴
經
凡
三
本
。
晉
義
煕
中
、
揚
州
謝
司
空
寺
之
所
レ
譯
、
六
十

卷
者
也
。
唐
武
后
時
、
于
闐
國
之
所
レ
譯
、
八
十
卷
者
也
。
德
宗

正貞
元
也元

中
之
所
レ
譯
、
四
十
卷
者
也
。
賢
首
師
爲
二
『
探
玄
記
』
一、

釋
二
義
煕
之
經
於
前
一。
淸
凉
師
爲
レ
『
疏
』、
以
釋
二
于
闐
・
正
元

之
經
於
後
一、
又
撮
二
其
樞
要
一、
爲
二
『
綱
要
』
三
卷
一。
華
嚴
之
妙

盡
二
於
此
一
矣
。
義
煕
・
正
元
之
經
、
中
更
二
五
代
兵
火
之
厄
一、
散

亂
失
レ
眞
。
惟
于
闐
所
譯
、
獨
得
二
流
傳
一、
到
二
于
今
一
天
下
誦
レ

之
。（

５
）

　

引
用
傍
線
部
に
よ
る
と
、
六
十
卷
本
と
四
十
卷
本
の
『
華
嚴
經
』
は

戰
火
に
よ
っ
て
善
本
が
得
ら
れ
な
く
な
り
、
南
宋
の
時
代
に
は
專
ら
八

十
『
華
嚴
』
が
讀
誦
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
無
論
、
こ
れ
は
六
十
卷
本

と
四
十
卷
本
の
テ
キ
ス
ト
が
宋
か
ら
消
え
去
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
北
宋
期
に
は
義
天
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
高
麗
版
の
三
譯

『
華
嚴
經
』
も
存
在
し
て
い
た
が
、
既
に
儀
禮
の
中
に
定
着
し
た
八
十

『
華
嚴
』
優
勢
の
狀
況
を
覆
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐

代
末
期
に
お
い
て
も
既
に
八
十
『
華
嚴
』
や
澄
觀
の
註
釋
が
主
流
と
な

り
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
戰
亂
に
よ
る
佛
典
の
消
逸
が
そ
の

流
れ
を
決
定
的
に
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
宋
版
單
刻
本
の
現
存

狀
況
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
竺
沙
雅
章
氏
は
『
法
華
經
』

に
次
い
で
現
存
例
の
多
い
單
刻
版
經
と
し
て
八
十
『
華
嚴
』
を
擧
げ
、

さ
ら
に
そ
の
刋
記
の
內
容
か
ら
、
宋
代
に
は
衟
俗
に
よ
る
「
華
嚴
社
」

あ
る
い
は
「
華
嚴
會
」
と
呼
ば
れ
る
結
社
が
存
在
し
、
こ
う
し
た
集
團

が
開
板
活
動
の
主
體
と
な
っ
た
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

６
）。

要
す
る

に
、
宋
代
の
華
嚴
信
仰
は
八
十
『
華
嚴
』
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
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り
、
そ
の
內
容
を
理
解
す
る
た
め
に
有
用
な
澄
觀
・
宗
密
の
著
作
の
開

板
が
急
が
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

宋
代
華
嚴
敎
學
に
お
け
る
澄
觀
・
宗
密
重
視
の
傾
向
に
變
化
の
兆
し

が
現
れ
る
の
は
、
南
宋
の
紹
興
年
閒
に
圓
證
大
師 

義
和
（
？
～
一
一
三

八
～
六
五
～
？
）
が
慧
因
敎
院
の
住
持
と
な
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

義
和
は
北
宋
期
に
高
麗
か
ら
傳
來
し
て
い
た
章
疏
の
開
板
を
推
進
し
た

だ
け
で
な
く
、
佚
書
の
搜
索
に
も
盡
力
し
、
智
儼
撰
『
金
剛
般
若
經
略

疏
』
や
法
藏
撰
『
華
嚴
經
旨
歸
』
等
の
高
麗
本
も
新
た
に
入
手
し
て
い

る
。
加
え
て
、
義
和
の
功
績
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
紹
興
一
五
年

（
一
一
四
五
）
四
月
に
華
嚴
宗
章
疏
の
入
藏
を
實
現
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
を
契
⺇
と
し
て
翌
年
五
月
に
智
儼
撰
『
孔
目
章
』
は
開
板
さ

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
山
寺
所
藏
の
宋
版
『
孔
目
章
』
卷
一
の
後

序
に
、「
左
街
僧
錄 

衟
僊
、
因
レ
覩
二
斯
事
一、
踊
躍
發
心
、
命
レ
工
開
二

–

刻

斯
文
一
卷

4

4

4

4

一。）
7
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
開
板
さ
れ
た
の
は
『
孔
目

章
』
全
四
卷
の
う
ち
の
第
一
卷
の
み
で
あ
っ
た（

８
）。
紹
興
年
閒
に
全
卷
が

刋
行
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
こ
こ
で
は

當
時
の
兩
浙
地
域
に
お
け
る
單
刻
本
開
板
の
事
情
か
ら
考
察
を
加
え
て

み
た
い
。

　

高
山
寺
に
は
、『
孔
目
章
』
卷
一
と
同
時
期
に
刋
行
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
單
刻
本
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
華
嚴
宗
章
疏
入
藏
の

三
年
後
に
あ
た
る
紹
興
一
八
年
（
一
一
四
八
）
刋
行
の
宋
版
『
華
嚴
經

疏
』
卷
九
（
高
山
寺
圣
敎
類
第
四
部
・
第
四
七
函
５
）
の
例
を
見
て
み
る

と
、
こ
の
一
卷
を
刋
刻
す
る
た
め
に
十
一
名
の
僧
侶
と
一
名
の
在
家
者

が
施
錢
し
て
い
る（

９
）。

こ
の
施
財
記
に
註
目
し
た
常
盤
大
定
氏
は
、
そ
の

施
財
者
の
人
數
の
多
さ
か
ら
、
僧
侶
の
場
合
は
一
人
で
多
額
の
喜
舍
が

で
き
な
か
っ
た
と
し
、『
華
嚴
經
疏
』
刋
刻
は
各
卷
と
も
に
「
難
事
業
」

で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る）

（1
（

。
た
だ
し
、
同
じ
紹
興
年
閒
の
單
刻

本
で
も
、
八
十
『
華
嚴
』
の
經
文
や
そ
の
科
文
の
場
合
は
少
し
く
事
情

が
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
宮
內
廳
書
陵
部
所
藏
の
高
山
寺
舊
藏
宋
版 

八
十
『
華
嚴）

（（
（

』
や
東
大
寺
所
藏
の
宋
版
『
夾
科
華
嚴
經）

（1
（

』
等
の
刋
記
を

見
て
み
る
と
、
僧
侶
だ
け
で
な
く
多
く
の
在
家
者
が
施
錢
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
當
時
、
信
仰
の
對
𧰼
と
な
っ
て

い
た
經
典
そ
の
も
の
を
單
刻
す
る
場
合
に
は
、
廣
く
在
俗
の
信
徒
か
ら

も
喜
舍
を
募
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
專
門
的
な
敎
理
文
獻
の
場
合
は
、

讀
者
層
で
あ
る
僧
侶
た
ち
が
費
用
を
捻
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
狀
況

が
見
え
て
く
る
。
ゆ
え
に
、
紹
興
年
閒
に
お
け
る
『
孔
目
章
』
刋
刻
が

一
卷
の
み
で
途
絕
し
た
理
由
と
し
て
、
僧
侶
を
主
體
と
す
る
敎
理
文
獻

の
開
板
事
業
に
お
い
て
は
財
源
に
限
り
が
あ
り
、
他
の
章
疏
の
刋
行
を

優
先
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

紹
興
年
閒
の
『
孔
目
章
』
一
卷
の
開
板
は
、
敎
學
硏
鑽
の
必
要
性
か
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ら
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
入
藏
に
よ
っ
て
華
嚴
宗
が
獨
立
し
た
宗

と
し
て
公
的
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
へ
の
記
念
碑
的
な
意
味
合
い
が
强
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
紹
興
年
閒
に
は
、
敎
學
の
側
面
か
ら
智
儼

の
著
作
を
見
直
す
人
々
も
出
現
し
た
。
そ
こ
で
次
項
で
は
、
宋
代
華
嚴

宗
で
生
じ
た
敎
理
上
の
對
立
を
槪
觀
し
、
當
時
の
敎
學
に
お
け
る
智
儼

の
著
作
の
地
位
を
確
認
す
る
。

（
２
）
華
嚴
の
敎
判
論
を
め
ぐ
る
師
會
と
觀
復
の
論
爭

　

義
和
と
同
時
期
に
活
動
し
た
可
堂
師
會
（
一
一
〇
二
～
六
六
）
は
、

笑
庵
觀
復
（
？
～
一
一
四
六
～
？
）
の
說
く
澄
觀
・
宗
密
に
偏
っ
た
敎
學

理
解
を
批
判
し
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
註
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
智
儼
の

思
想
を
重
視
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
先
行
硏
究）

（1
（

で
は
、
こ
の
時
代
に

師
會
の
よ
う
な
復
古
的
思
想
を
持
つ
者
が
現
れ
た
背
景
に
は
、
既
に
北

宋
期
に
復
興
を
遂
げ
て
い
た
天
台
敎
學
の
影
響
か
ら
脫
卻
し
、
華
嚴
敎

學
の
獨
自
性
を
宣
揚
し
よ
う
と
す
る
流
れ
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
殊
に
爭
點
と
な
っ
た
の
は
、『
法
華
經
』
等
の
大
乘
佛
典
を
華
嚴

の
敎
判
論
の
中
で
ど
う
規
定
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

華
嚴
敎
學
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
佛
敎
を
そ
の
思
想
內
容
に
よ
っ
て
五
敎

（
小
乘
敎
・
始
敎
・
終
敎
・
頓
敎
・
圓
敎
）
に
分
類
し
、
さ
ら
に
圓
敎
に
相

當
す
る
華
嚴
一
乘
の
立
場
に
は
、
全
て
の
敎
え
を
麭
攝
す
る
「
同
敎
一

乘
」
と
、
華
嚴
だ
け
が
持
つ
「
別
敎
一
乘
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ

る
と
說
く
。
こ
の
よ
う
な
五
敎
の
枠
組
み
は
、
智
儼
の
『
孔
目
章
』
で

初
め
て
示
さ
れ
た
。
智
儼
は
華
嚴
の
同
別
二
敎
を
『
法
華
經
』
に
よ
っ

て
說
明
し
た）

（1
（

も
の
の
、
そ
こ
に
天
台
敎
判
の
直
接
的
影
響
は
見
ら
れ
な

い
。
一
方
、
弟
子
の
法
藏
は
『
華
嚴
一
乘
敎
義
分
齊
章
』（
以
下
、『
五

敎
章
』）
に
お
い
て
五
敎
を
華
嚴
の
敎
判
論
と
し
て
規
定
し
、
當
時
知

ら
れ
て
い
た
樣
々
な
敎
判
論
の
一
つ
と
し
て
天
台
智
顗
（
五
三
八
～
五

九
八
）
の
四
敎
を
擧
げ
た）

（1
（

。
と
は
い
え
、
法
藏
の
著
作
で
も
五
敎
と
天

台
四
敎
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
後
世
の
華
嚴
宗
で
は
、

五
敎
と
天
台
の
化
法
四
敎
（
三
藏
敎
・
通
敎
・
別
敎
・
圓
敎
）
と
の
閒
に

對
應
關
係
が
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
解
釋
の
發

端
は
、
法
藏
の
弟
子
で
あ
る
慧
苑
の
『
刋
定
記
』
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
坂
本
幸
男
氏）

（1
（

は
、
慧
苑
が
「
五
敎
は
天
台
四
敎
に
頓
敎
を
加
え
た

も
の）

（1
（

」
と
い
う
理
解
を
示
し
、
後
に
慧
苑
を
排
斥
し
た
澄
觀
も
、
こ
の

點
に
つ
い
て
は
同
樣
の
立
場
を
と
っ
て
い
る）

（1
（

こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら

に
、
澄
觀
に
續
く
宗
密
も
五
敎
と
天
台
四
敎
の
對
應
關
係
を
論
じ
て
い

る）
（1
（

。
斯
く
し
て
、
五
敎
と
天
台
四
敎
の
對
應
は
後
世
の
華
嚴
宗
で
樣
々

に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
智
儼
・
法
藏
の
段
階
に
お
い
て
は

必
ず
し
も
天
台
敎
判
の
影
響
が
明
瞭
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
坂
本
氏
は
、
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法
藏
の
五
敎
判
は
智
儼
を
繼
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
淵
源
は
眞
諦

譯
『
攝
大
乘
論
』
と
地
論
宗
の
慧
光
（
四
六
八
～
五
三
七
）
の
敎
判
論
に

あ
る
と
捉
え
て
い
る）

11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
既
に
唐
代
中
期
に
は
華
嚴
の
諸
師
は
天
台
敎
學
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
影
響
が
色
濃
く
現
れ
て
く
る
の

は
北
宋
の
時
代
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
宋
は
山
家
・
山
外
の
論
爭
に

よ
り
天
台
敎
學
が
興
隆
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
同
時
代
に
華
嚴
宗
章
疏

の
註
釋
を
行
っ
た
淨
源
や
霅
溪
衟
亭
（
一
〇
二
三
～
一
一
〇
〇
）
に
も
天

台
敎
學
の
影
響
が
見
ら
れ
、
敎
判
上
『
法
華
經
』
を
高
く
位
置
づ
け
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る）

1（
（

。
他
方
で
、
宋
に
お
い

て
華
嚴
敎
學
に
對
す
る
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
く
る
と
、
華
嚴
宗
の
思
想

的
獨
自
性
を
主
張
し
他
宗
と
の
差
別
化
を
圖
ろ
う
と
す
る
動
き
も
生
じ

た
。
こ
う
し
た
宋
代
華
嚴
敎
學
の
流
れ
の
中
で
登
場
し
た
の
が
師
會
の

思
想
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
師
會
の
著
作
で
は
「
同
敎
一
乘
」
の
解
釋
が
主
な
爭
點
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
槪
念
が
華
嚴
と
そ
れ
以
外
の
敎
え
を
峻

別
す
る
た
め
に
重
要
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
同
敎
一
乘
と
は
、
小

乘
・
始
敎
・
終
敎
・
頓
敎
と
い
っ
た
多
樣
な
敎
え
が
、
究
極
的
に
は
全

て
一
つ
の
敎
え
（
一
乘
）
に
歸
趨
す
る
と
い
う
側
面
で
、
智
儼
は
『
華

嚴
經
』
だ
け
で
な
く
『
法
華
經
』
も
こ
の
立
場
を
說
く
と
し
た
。
こ
の

見
解
は
法
藏
以
降
の
諸
師
に
も
繼
承
さ
れ
て
い
く
が
、
同
敎
一
乘
と
い

う
槪
念
に
は
樣
々
な
解
釋
の
餘
地
が
あ
り
、
そ
の
理
解
は
一
樣
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
そ
の
議
論
の
仔
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
師
會
は

『
孔
目
章
』
の
說
に
よ
っ
て
、
唐
代
の
諸
說
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
と

さ
れ
る）

11
（

。
換
言
す
れ
ば
、
師
會
は
八
十
『
華
嚴
』
と
澄
觀
・
宗
密
を
中

心
と
し
た
敎
學
理
解
か
ら
、
智
儼
・
法
藏
の
思
想
も
含
め
た
華
嚴
敎
學

の
再
構
筑
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
紹
興
年
閒
に
は
敎
理
の
側
面
か
ら
も
『
孔
目
章
』

に
光
が
當
て
ら
れ
た
も
の
の
、
全
卷
の
復
刋
が
逹
成
さ
れ
た
の
は
師
會

が
沒
し
て
七
年
後
の
乾
衟
九
年
（
一
一
七
三
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
義
和
も
師
會
の
入
滅
と
そ
う
隔
た
ら
な
い
時
期
に
沒
し
た
と
考
え

ら
れ）

11
（

、
宋
版
『
孔
目
章
』
刋
行
事
業
は
彼
ら
の
弟
子
の
世
代
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
節
で
は
、
義
和
の
開
板
事
業
を
繼
承
し
た

人
々
の
活
動
に
着
目
し
、
乾
衟
年
閒
に
お
け
る
華
嚴
宗
章
疏
の
刋
刻
と

敎
學
の
關
係
性
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三　

乾
衟
年
閒
に
お
け
る
智
儼
の
著
作
の
開
板
と

　
　
　
　

そ
の
背
景

（
１
）
智
儼
撰
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
の
開
板

　

乾
衟
年
閒
（
一
一
六
五
～
七
三
）
に
入
る
と
、
義
和
や
師
會
の
遺
志
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を
繼
ぐ
者
た
ち
が
敎
理
上
の
問
題
に
取
り
組
み
、
智
儼
の
著
作
の
開
板

を
行
う
よ
う
に
な
る
。
乾
衟
五
年
（
一
一
六
九
）
に
は
、『
孔
目
章
』
に

先
ん
じ
て
智
儼
撰
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
が
開
板
さ
れ
た
。
こ
の
宋
版

『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
の
開
板
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
寶
幢
敎
院
の
如

寶
と
い
う
人
物
が
著
し
た
跋
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
代

の
兩
浙
地
方
で
は
、
宗
密
や
新
羅
の
元
曉
（
六
一
七
～
六
八
六
）
の
『
金

剛
般
若
經
』
註
釋
書
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
紹
興
年
閒
に
至
っ
て
、
義

和
が
朝
鮮
半
島
よ
り
高
麗
續
藏
版
の
智
儼
の
疏
を
も
た
ら
し
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
如
寶
は
智
儼
撰
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
刋
行
の
意
義
を

次
の
よ
う
に
說
明
す
る
。

然
、
到
レ
今
乁
レ
昔
、
諸
師
講
授
、
僻
說
二
祖
意
一、
浪
判
二
經
文
一、

誑
二–

惑
後
人
一、
謬
爲
二
師
說
一。
今
窮
二
兹
要
一、
良
可
二
龜
鑑
一。
則

使
二
章
記
、
駕
說
之
徒
、
俯
伏
而
自
媿
一
焉
。
今
將
二
方
板
一
用
廣

流
通
。
冀
諸
來
學
力
弘
贊
。）

11
（

　

如
寶
は
、
古
今
の
諸
師
に
よ
る
講
義
を
、
偏
っ
て
「
祖
意
」
を
說

き
、
誤
っ
て
經
文
を
解
釋
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
學
の
者
を
惑
わ
し
て

い
る
と
し
て
批
判
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
祖
意
」
は
唐
代
の
華
嚴
宗
諸

師
の
思
想
の
こ
と
で
あ
り
、「
到
レ
今
乁
レ
昔
」
は
北
宋
以
降
の
時
代
を

指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
如
寶
は
續
け
て
、
こ
の
『
金
剛
般
若
經

略
疏
』
を
開
板
し
流
通
さ
せ
る
こ
と
で
、
誤
っ
た
見
解
を
講
說
す
る

「
駕
說
之
徒
」
の
自
省
を
促
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
如
寶
は
宗
密
・
元
曉
の
解
釋
だ
け
を
參
照
す
る
宋
代
佛

敎
の
傾
向
を
問
題
視
し
、
そ
の
歪
み
を
是
正
す
る
た
め
に
『
金
剛
般
若

經
略
疏
』
を
開
板
す
る
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
特
定
の
祖
師
の
著
作
だ
け
に
偏
っ
た
敎
學
理
解
を
問
題
視
す
る

言
說
は
、
後
述
の
『
明
宗
記
』
や
「
宋
版
孔
目
章
卷
四
後
序
」
に
も
見

え
る
。

　

宋
版
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
の
開
板
事
業
の
主
體
と
な
っ
た
の
は
、

寶
幢
敎
院
に
住
し
た
僧
侶
た
ち
で
あ
っ
た
。
前
に
引
用
し
た
跋
文
は
、

高
山
寺
藏
宋
版
の
他
、
龍
谷
大
學
藏
享
保
一
四
年
刋
本
や
續
藏
一
―
三

八
に
も
收
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
稱
名
寺
所
藏
の
寫
本
（
稱
名
寺
圣
敎
一
九

函
二
號
）
に
は
こ
れ
ら
の
諸
本
が
缺
く
施
財
記
も
、
以
下
の
如
く
書
寫

さ
れ
て
い
る
。

　
　

比
丘 

思
哲
・
文
藻
、
募
緣
刋
板
。
比
丘 

懷
英
、
敬
書
。

比
丘 

如
寶
、
伍
貫
足
。
首
座
比
丘 

善
憙
・
如
曉
・
了
愿
、
各
貳

貫
足
。
比
丘 

師
立
・
思
哲
・
文
藻
、
各
壹
貫
足
。
淸
最
、
捌
伯

足
。
義
昭
・
善
祥
、
各
柴
伯
足
。
如
訥
・
文
表
・
了
性
・
行
圓
・

師
鎭
・
慧
元
・
行
淸
・
如
秀
・
了
仁
・
宗
定
・
妙
淨
、
各
陸
伯

足
。
法
濟
・
蘊
忠
・
中
權
・
懷
善
・
良
敏
・
祖
常
・
淸
瑞
、
各
伍

伯
足）
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。
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右
の
施
財
記
に
よ
れ
ば
、
僅
か
一
卷
の
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
刋
刻

の
た
め
に
、
實
に
二
十
八
名
も
の
僧
侶
が
資
金
を
出
し
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
中
に
は
、
師
會
の
敎
學
を
繼
承
し
た
善
熹
（
善

憙
、
一
一
二
六
～
一
二
〇
四
）
や
、『
註
同
敎
問
答
』
を
著
し
た
文
表）

11
（

（
生

沒
年
未
詳
）
と
い
っ
た
學
僧
の
名
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
宋
版
『
金
剛

般
若
經
略
疏
』
の
例
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
南
宋
の
華
嚴
宗
に

お
い
て
は
、
刋
刻
事
業
と
敎
理
硏
究
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い

る
。

　

版
本
と
い
う
媒
體
は
、
寫
本
と
異
な
り
、
た
と
え
一
卷
の
本
で
あ
っ

て
も
そ
の
刋
行
ま
で
に
多
く
の
費
用
と
勞
力
を
要
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

あ
る
佛
典
を
開
板
す
る
た
め
に
は
、
出
版
の
主
體
と
な
る
共
同
體
の
中

で
、
そ
の
文
獻
の
重
要
性
が
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
僧
侶
同
士
の
協
力
が
不
可
缺
で
あ

っ
た
單
刻
本
の
開
板
活
動
は
、
所
屬
寺
院
や
直
接
の
師
弟
關
係
を
超
え

た
共
同
體
意
識
、
つ
ま
り
宗
派
意
識
の
形
成
に
も
影
響
を
乁
ぼ
し
た
可

能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存
す
る
宋
版
單
刻
本
に
お
い
て
は
、
出

版
に
携
わ
っ
た
僧
侶
が
自
ら
を
「
傳
賢
首
敎
觀
」
等
と
稱
す
る
例
が
見

ら
れ
る）
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。
こ
の
自
稱
は
、
華
嚴
敎
學
の
大
成
者
で
あ
る
賢
首
大
師 

法

藏
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
南
宋
の
咸
淳
五
年
（
一
二
六
九
）

成
立
の
志
磐
撰
『
佛
祖
統
紀
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
賢
首
宗
敎）

11
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」
と

同
樣
の
意
味
を
持
つ
。
た
と
え
ば
、
宋
版
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
の
跋

文
で
は
「
寶
幢
敎
院
住
持
、
傳
賢
首
宗
敎
比
丘 

如
寶
」
と
、
寺
院
名

と
竝
列
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
從
來
、
日
本
佛
敎
の
よ
う
に
宗
派
へ

の
歸
屬
意
識
が
明
確
で
な
い
中
國
に
お
い
て
も
、
宋
代
以
降
は
宗
派
性

が
存
在
し
た
と
す
る
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
種
々
に
論

じ
ら
れ
て
い
る）
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。
勿
論
、
宗
派
の
成
立
に
は
複
合
的
な
要
素
が
絡
む

が
、
複
數
の
寺
院
の
僧
侶
が
關
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
開
板
活
動
は
、
典

籍
の
刋
行
と
い
う
共
通
の
目
標
を
通
し
て
、
彼
ら
の
宗
派
意
識
を
堅
固

に
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
乾
衟
年
閒
の
智
儼
撰
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
開
板

の
背
景
に
は
、
特
定
の
祖
師
の
著
作
に
偏
っ
た
前
時
代
の
敎
學
理
解
に

對
す
る
批
判
が
あ
っ
た
。
こ
の
如
寶
の
姿
勢
は
、
澄
觀
・
宗
密
に
偏
重

し
た
當
時
の
敎
學
を
批
判
し
、
智
儼
を
顯
彰
し
た
師
會
の
思
想
と
重
な

る
。
加
え
て
、
以
下
で
檢
討
す
る
乾
衟
年
閒
の
『
孔
目
章
』
の
重
刋

も
、
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
智
儼
の
思
想
を
再
評
價
す
る
と
い
う

紹
興
年
閒
か
ら
の
敎
學
の
流
れ
を
受
け
繼
い
で
い
る
。
次
項
で
は
、「
宋

版
孔
目
章
卷
四
後
序
」
の
內
容
を
檢
討
し
、
乾
衟
年
閒
の
『
孔
目
章
』

重
刋
と
そ
の
前
後
の
狀
況
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
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（
２
）
宋
版
『
孔
目
章
』
の
重
刋
と
撰
者
未
詳
『
明
宗
記
』
の
成
立

　

擇
梧
述
「
宋
版
孔
目
章
卷
四
後
序
」（
稱
名
寺
圣
敎
八
五
函
五
號
の
う

ち
）
は
、
鐮
倉
か
ら
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
湛
睿
（
一
二
七
一
～
一
三
四

七
）
が
、
高
山
寺
に
所
藏
さ
れ
て
い
た
宋
版
『
孔
目
章
』
卷
四
の
後
序

（
跋
文
）
を
書
寫
し
た
資
料
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
高
山
寺
所
藏
の
宋

版
『
孔
目
章
』
の
う
ち
、
卷
四
は
所
在
が
明
ら
か
で
な
く
、
現
狀
で
は

擇
梧
の
著
し
た
後
序
の
內
容
が
確
認
で
き
る
の
は
こ
の
稱
名
寺
本
の
み

で
あ
る
。「
宋
版
孔
目
章
卷
四
後
序
」
の
飜
刻
と
譯
註
は
別
稿
に
て
發

表
し
て
い
る
た
め）
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、
こ
こ
で
は
槪
要
の
み
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
「
宋
版
孔
目
章
卷
四
後
序
」
に
よ
れ
ば
、擇
梧
は
出
家
し
て
か
ら
樣
々

な
師
を
尋
ね
步
い
た
が
、
佛
敎
の
敎
理
を
理
解
で
き
ず
、
こ
の
ま
ま
で

は
死
後
に
三
惡
衟
に
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
抱

い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
佛
典
の
開
板
に
携
わ
る
こ
と
で
功
德
を
積
も
う

と
考
え
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
擇
梧
が
數
あ
る
佛
典
の
中
か

ら
『
孔
目
章
』
を
選
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
明
言
さ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
し
、
擇
梧
の
言
說
か
ら
考
え
る
と
、
彼
が
義
和
も
晚
年

に
住
し
た
崑
山
能
仁
院
の
僧
侶
で
あ
っ
た
點
が
註
意
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
宋
版
『
孔
目
章
』
卷
一
の
跋
文
は
義
和
・
思
彥
・
衟
僊
の
連
名
で

記
さ
れ
、
開
板
に
際
し
て
刻
工
の
差
配
を
す
る
と
い
っ
た
實
務
を
擔
っ

た
の
は
衟
僊
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
擇
梧
は
宋
版
『
孔

目
章
』
卷
一
の
開
板
を
義
和
の
功
績
と
捉
え
、
自
身
の
開
板
活
動
は
義

和
の
事
業
を
繼
承
し
た
も
の
だ
と
述
べ
る
。
義
和
は
乾
衟
元
年
（
一
一

六
五
）
に
は
崑
山
能
仁
院
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
所
屬
寺
院
を
通
し
た

義
和
と
の
關
係
が
擇
梧
に
『
孔
目
章
』
開
板
の
動
⺇
を
與
え
た
可
能
性

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
擇
梧
が
『
孔
目
章
』
重
刋
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
契
⺇
と

し
て
、
乾
衟
六
～
八
年
（
一
一
七
〇
～
七
二
）
に
行
な
わ
れ
た
宗
密
撰

『
圓
覺
經
略
鈔
』
の
覆
刋
と
い
う
出
來
事
を
擧
げ
て
い
る
點
は
興
味
深

い
。

伏
見
二
圓
覺
略
鈔
一、
板
籍
湮
沒
、
傳
寫
失
二
於
魯
魚
一、
義
理
紛
二
於

水
鶴
一、
謹
募
二
同
袍
之
義
學
一、
專
依
二
元
板
一
以
重
刋
。
發
二

□
〔
干
か
〕於

庚
寅
年
一、
畢
二
工
于
壬
辰
歲
一。
後
因
レ
徃
二
圓
覺
院
一
偶
見）

1（
（

。

　

擇
梧
に
よ
る
と
、
乾
衟
年
閒
の
『
圓
覺
經
略
鈔
』
覆
刻
は
同
袍
の
義

學
僧
に
募
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
あ
り
、
華
嚴
敎
學
を
學
ぶ
僧
侶
た
ち
に

よ
る
共
同
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
擇
梧
は
右
の
文
章
の
後

に
續
け
て
、
義
和
の
事
業
を
繼
承
し
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
「
庶

同
二
略
鈔

4

4

一、
永
遠
印
行
。」
と
述
べ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
擇
梧
は
『
孔

目
章
』
と
『
圓
覺
經
略
鈔
』
の
重
版
を
對
比
さ
せ
て
論
じ
、
兩
者
が
等

價
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。『
圓
覺
經
』
に
關

し
て
は
、
擇
梧
と
同
時
代
の
善
熹
が
「
近
代
有
人
說
三
圓
覺
經
、
乃
同
二
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華
嚴
別
敎
一
乘
一。
…
…
圓
覺
是
別
敎
一
乘
、
此
言
大
謬
。）
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」
と
、『
圓
覺

經
』
を
華
嚴
別
敎
一
乘
に
位
置
づ
け
た
人
物
が
い
た
こ
と
を
傳
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
當
時
は
宗
密
の
思
想
や
『
圓
覺

經
』
を
重
ん
ず
る
風
潮
が
あ
り
、
擇
梧
が
『
圓
覺
經
略
鈔
』
開
板
事
業

を
殊
更
取
り
上
げ
た
の
も
、
當
時
の
偏
っ
た
敎
學
傾
向
を
意
識
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

乾
衟
年
閒
に
刋
行
さ
れ
た
智
儼
の
二
著
作
の
跋
文
に
は
、
唐
代
の
華

嚴
宗
諸
師
を
等
し
く
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
て
取
れ
る
。
加

え
て
、
こ
れ
ら
の
開
板
事
業
と
前
後
し
て
、
乾
衟
七
年
（
一
一
七
一
）

に
は
玉
岑
山
に
お
い
て
『
明
宗
記
』
が
撰
述
さ
れ
た
。『
明
宗
記
』
は

『
孔
目
章
』
卷
四
「
融
會
一
乘
義
章
」
を
註
釋
し
、
宋
代
に
活
躍
し
た

師
會
・
觀
復
・
宗
豫
と
い
う
三
師
の
說
を
批
判
し
た
書
で
あ
る
。
卷
首

を
殘
す
稱
名
寺
所
藏
本
（
稱
名
寺
圣
敎
六
一
函
四
號
）
の
內
題
下
に
「
遯

レ
影
韜
レ
名
釋
序
記
」
と
、
あ
え
て
撰
名
を
伏
せ
る
か
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
た
め
、
そ
の
撰
者
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。『
明
宗
記
』
の
撰
者

は
、
宋
代
華
嚴
の
三
師
の
說
に
は
合
計
八
十
一
の
誤
り
が
あ
る
と
主
張

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

凡
八
十
一
失
、
惑
二

–

亂
後
學
一、
片
執
二
師
承
一、
日
增
二
鬪
諍
一、
於
二

正
法
門
一、
而
生
二
邪
見
一、
斷
二

–

滅
眞
修
一。
故
圭
山
曰
、「
爲
二
師
之

難
一、
爲
二
徒
不
一レ
易
。」
仰
遵
二
祖
訓
一、
輙
伸
二
警
策
一、
奉
勉
二
師
徒
一、

修
二
眞
言
行
一、
期
下
悟
二
心
王
一、
無
上
レ
勞
二
妄
識
一
矣
。）
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引
用
前
半
部
で
『
明
宗
記
』
の
撰
者
は
、
宋
代
の
三
師
が
誤
っ
た
理

解
を
示
し
た
こ
と
で
、
敎
學
の
混
亂
を
招
き
、
特
定
の
祖
師
に
對
す
る

偏
執
を
生
み
、
論
爭
が
激
し
さ
を
增
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

前
項
で
引
用
し
た
宋
版
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
の
跋
文
に
お
い
て
、
如

寶
が
「
到
レ
今
乁
レ
昔
、
諸
師
講
授
、
僻
說
二
祖
意
一、
浪
判
二
經
文
一、
誑
二

–

惑
後
人
一、
謬
爲
二
師
說
一。」
と
述
べ
て
い
た
の
と
共
通
す
る
。
つ
ま
り
、

乾
衟
年
閒
に
智
儼
の
著
作
に
着
目
し
た
人
々
の
閒
に
は
、
唐
代
の
智

儼
・
法
藏
・
澄
觀
・
宗
密
の
う
ち
、
特
定
の
祖
師
だ
け
に
傾
倒
す
る
風

潮
を
問
題
視
す
る
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
敎
學
の
偏
り

を
文
獻
の
開
板
流
通
に
よ
っ
て
正
そ
う
と
し
た
の
が
如
寶
と
擇
梧
で
あ

り
、
敎
理
的
な
側
面
か
ら
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
が
『
明
宗
記
』
の
撰

者
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
乾
衟
年
閒
に
お
け
る
華
嚴
宗
の
動
向
を
整
理

す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

乾
衟
五
年
（
一
一
六
九
）　　

 

寶
幢
敎
院
の
如
寶
が
智
儼
撰
『
金
剛

般
若
經
略
疏
』
を
開
板
。

乾
衟
六
年
（
一
一
七
〇
）　　

 

宗
密
撰
『
圓
覺
經
略
鈔
』
の
覆
刻
が

始
ま
る
。

乾
衟
七
年
（
一
一
七
一
）　　

 

慧
因
敎
院
の
あ
っ
た
玉
岑
山
に
て
撰
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者
未
詳
『
明
宗
記
』
が
成
立
。

乾
衟
八
年
（
一
一
七
二
）　　

 

宗
密
撰
『
圓
覺
經
略
鈔
』
覆
刻
版
が

完
成
。

乾
衟
九
年
（
一
一
七
三
）　　

 

擇
梧
が
慧
因
敎
院
に
て
智
儼
撰
『
孔

目
章
』
全
四
卷
を
重
刋
。

　

右
の
通
り
、
擇
梧
に
よ
る
『
孔
目
章
』
開
板
は
、
そ
の
註
釋
書
で
あ

る
『
明
宗
記
』
撰
述
と
時
期
的
に
も
地
理
的
に
も
非
常
に
近
い
と
こ
ろ

で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
次
節
で
は
兩
者
の
共
通
性

を
、
修
衟
論
の
觀
點
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

四　
　

擇
梧
と
『
明
宗
記
』
の
撰
者
に
お
け
る

　
　
　
　

修
衟
論
の
共
通
性

（
１
）
擇
梧
に
お
け
る
開
板
活
動
の
意
義

　
『
明
宗
記
』
と
擇
梧
の
言
說
を
仔
細
に
見
て
い
く
と
、兩
者
は
坐
禪
、

經
典
や
マ
ン
ト
ラ
の
讀
誦
、
あ
る
い
は
敎
學
硏
鑽
と
い
っ
た
修
行
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
前
節
に
引
用
し

た
『
明
宗
記
』
の
一
節
で
は
、
祖
師
の
訓
戒
を
守
り
、
坐
禪
を
行
い
、

眞
言
の
行
を
修
す
こ
と
で
、
自
ら
の
心
王
を
悟
り
、
妄
識
に
煩
わ
さ
れ

な
い
境
地
に
赴
く
こ
と
を
說
い
て
い
た
。
ま
た
擇
梧
も
、
か
つ
て
敎
學

硏
鑽
を
志
し
て
師
を
訪
ね
步
き
、
今
は
『
金
剛
般
若
經
』
や
「
大
悲
神

呪
」
の
讀
誦
を
行
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、

南
宋
の
華
嚴
宗
に
お
い
て
開
板
活
動
の
主
體
と
敎
學
の
擔
い
手
は
重
な

る
の
で
あ
り
、
兩
者
の
修
衟
論
に
は
共
通
部
分
も
多
い
と
推
測
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
擇
梧
の
場
合
は
、
開
板
活
動
を
修
行
の
一
部
と
捉
え
て

い
る
點
が
特
徵
的
で
あ
る
。

擇
梧 

每
レ
至
二
印
造
一、
必
手
自
煎
レ
沈
和
レ
墨
、
力
求
二
好
紙
・
良

工
一、
供
二
學
敎
菩
薩
之
冥
搜
一、
期
二
法
身
惠
命
之
不
一レ
斷
。
擇
梧 

仍
自
看
二

–

誦
金
剛
經
三
藏
・
大
悲
神
咒
二
十
藏）

11
（

一。
所
レ
願
、
見
聞
讚

毀
、
倶
植
二
吞
金
之
因
一、
說
聽
思
修
、
頓
悟
二
無
生
之
理
一。
師
資

衟
合
、
針
芥
⺇
投
、
解
行
相
扶
、
自
他
倶
益
。
今
世
後
世
、
續
レ

燄
傳
レ
燈
、
舍
身
受
身
、
出
家
學
レ
衟
。）

11
（

　

右
の
引
用
冒
頭
に
お
い
て
擇
梧
は
、
自
ら
墨
汁
を
作
る
、
あ
る
い
は

紙
や
職
人
の
手
配
を
す
る
と
い
っ
た
印
刷
の
工
程
を
擔
っ
た
こ
と
を
、

經
典
や
マ
ン
ト
ラ
の
讀
誦
と
い
う
行
と
竝
列
し
て
擧
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
自
ら
の
開
板
活
動
の
目
的
に
つ
い
て
、
傍
線
部
で
「
敎
え
を
學
ぶ

菩
薩
の
探
求
に
供
し
、
佛
敎
を
絕
や
さ
な
い
た
め
」
と
す
る
。
續
け

て
、
擇
梧
は
こ
れ
ら
の
行
が
ど
の
よ
う
に
悟
り
に
繫
が
っ
て
い
く
の
か

を
說
明
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
右
の
引
用
文
に
太
字
で
示

し
た
「
吞
金
之
因
を
植
う
（
植
二
吞
金
之
因
一
）」
と
い
う
表
現
を
鍵
と
し

て
、
そ
の
內
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
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擇
梧
の
言
う
「
呑
金
之
因
」
は
、
六
十
『
華
嚴
』
性
起
品
お
よ
び
八

十
『
華
嚴
』
如
來
出
現
品
に
見
え
る
「
呑
服
少
金
剛
」
の
譬
喩
を
踏
ま

え
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。
こ
れ
は
典
據
の
『
華
嚴
經
』
で
は
、「
人

が
金
剛
の
缺
片
を
飮
み
込
ん
で
も
、
體
內
で
消
化
さ
れ
ず
排
出
さ
れ
る

こ
と
」
を
、「
少
し
で
も
善
根
を
積
め
ば
、
そ
の
菩
提
の
因
は
消
え
去

る
こ
と
な
く
、
や
が
て
究
極
の
悟
り
に
ま
で
至
る
こ
と
」
に
譬
え
た
話

で
あ
る
。
こ
の
譬
喩
は
、
華
嚴
敎
學
に
お
い
て
は
三
生
成
佛
に
お
け
る

「
見
聞
生
」
を
說
明
す
る
際
に
引
用
さ
れ
る
。
三
生
成
佛
は
、
法
藏
の

『
五
敎
章
』
で
は
次
の
よ
う
に
說
明
さ
れ
て
い
る
。

一
、
成
二
見
聞
位
一。
謂
、
見
二

–

聞
此
無
盡
法
門
一、
成
二
金
剛
種
一
等
。

如
二
性
起
品
說
一。

二
、
成
二
解
行
位
一。
謂
、
都
率
天
子
等
、
從
二
惡
衟
一
出
已
、
一
生

卽
至
二
離
垢
三
昧
前
一、
得
二
十
地
無
生
法
忍
、
乁
十
眼
十
耳
等
境

界
一。
廣
如
二
小
相
品
說
一。
…
…

三
、
證
果
海
位
。
謂
、
如
下
彌
勒
吿
二
善
財
一
言
、「
我
當
來
世
、

成
二
正
覺
一
時
、
汝
當
上
レ
見
レ
我
。」
如
レ
是
等
。）

11
（

　

三
生
成
佛
と
は
、
凡
夫
の
生
存
狀
態
で
あ
る
分
段
生
死
の
境
界
に
お

い
て
、『
華
嚴
經
』
の
敎
え
を
見
聞
す
る
「
見
聞
生
」、
敎
え
を
理
解
し

實
踐
す
る
「
解
行
生
」、
修
行
を
完
成
さ
せ
悟
り
に
至
る
「
證
入
生
（
證

果
海
位
）」
と
い
う
三
つ
の
段
階
を
經
る
こ
と
で
成
佛
で
き
る
と
す
る
敎

理
で
あ
る
。
三
生
成
佛
に
つ
い
て
の
諸
師
の
解
釋
は
一
定
で
は
な
く
、

「
三
生
」
を
三
囘
の
生
涯
と
捉
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
二
囘
あ
る
い
は

一
囘
の
生
涯
の
う
ち
に
成
佛
で
き
る
と
す
る
立
場
も
あ
る）

11
（

。
三
生
成
佛

の
特
徵
は
、
最
長
で
も
三
囘
の
生
涯
を
終
え
る
ま
で
に
成
佛
で
き
る
比

較
的
速
や
か
な
成
佛
論
で
あ
る
こ
と
と
、
敎
え
を
見
聞
す
る
と
い
う
平

易
な
行
爲
に
よ
っ
て
將
來
の
成
佛
が
確
約
さ
れ
る
と
い
う
二
點
に
あ
る
。

　

以
上
の
三
生
成
佛
の
思
想
を
念
頭
に
、
改
め
て
擇
梧
の
「
宋
版
孔
目

章
卷
四
後
序
」
を
讀
み
直
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
擇
梧
は
冒
頭
で
「
佛

敎
の
敎
理
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
佛
典
の
開
板
に
携
わ
る
こ
と

で
將
來
的
に
悟
る
た
め
の
種
を
植
え
よ
う
と
考
え
た）

11
（

」
と
い
う
趣
旨
の

こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
何
故
、
開
板
活
動
が
悟
り
に
繫
が
る
の
か
、
擇

梧
は
そ
の
理
論
と
し
て
三
生
成
佛
の
思
想
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
擇
梧
は
現
世
の
自
分
を
「
見
聞
生
」
と
捉
え
、
來
世

で
は
「
解
行
生
」
に
進
む
と
考
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
前
の
引
用
後
半

部
で
「
生
ま
れ
變
わ
っ
て
か
ら
、
出
家
し
佛
敎
を
學
ぶ
（
舍
身
受
身
、

出
家
學
レ
衟
）」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「『
孔
目
章
』
も
『
圓
覺

經
略
鈔
』
と
同
じ
く
、
永4

遠4

に4

印
行
せ
ん
こ
と
を
（
庶
同
二
略
鈔
一、
永

遠
印
行
。）」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
擇
梧
に
と
っ
て
佛
典
の
出
版
と

は
、
僧
侶
の
共
同
體
に
よ
る
永
續
的
な
營
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
今

生
で
は
十
分
に
敎
え
を
理
解
で
き
な
く
と
も
、
自
身
が
作
り
上
げ
た
版
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本
が
佛
法
繼
承
の
助
け
と
な
れ
ば
、
來
世
に
再
び
佛
敎
を
學
ぶ
⺇
會
を

得
ら
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
確
信
が
、
擇
梧
の
開
板
活
動
の
原
動
力
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）『
明
宗
記
』
に
お
け
る
三
生
成
佛

　

三
生
成
佛
の
見
聞
生
を
表
す
「
呑
服
少
金
剛
」
の
譬
喩
は
、『
明
宗

記
』
に
も
見
え
る
。『
明
宗
記
』
は
紹
興
年
閒
に
論
爭
を
惹
き
起
こ
し

た
諸
師
を
批
判
し
、
法
藏
撰
『
華
嚴
經
義
海
百
門
』「
修
學
嚴
成
門
」

の
一
節）

11
（

を
引
用
し
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
正
し
い
修
行
の
在
り
方
を
述

べ
て
ゆ
く
。

故
求
レ
學
者
、
以
レ
此
爲
二
日
新
一、
闡
レ
衟
者
、
以
レ
此
爲
二
法
樂
一。

琢
二

–

磨
方
寸
一、
修
二

–

練
行
門
一、
慧
解
智
明
、
情
消
性
瑩
。
朗
然
大

照
、
鑑
二
無
盡
之
玄
門
一、
赫
矣
高
昇
、
啓
二
難
思
之
玅
用
一。
卓
犖

英
文
、
懋
合
二
圣
心
一、
可
レ
爲
二
利
レ
物
師
一、
可
レ
行
二
虗
レ
己
衟
一。

攝
レ
生
廣
受
而
不
レ
蓄
、
隨
レ
⺇
泛
應
而
不
レ
流
。
無
辜
荷
笈
歲
寒
、

豈
愧
二
摳
衣
日
久
一。
吞
二
金
剛
種
一、
日
煉
日
精
、
植
二
菩
提
苗
一、
益

滋
益
茂
。
解
欲
レ
彰
而
行
欲
レ
備
、
駕
說
爲
レ
先
。
衟
貴
レ
振
而
德

貴
レ
榮
、

己
爲
レ
任
。
直
須
以
二
至
慈
一
爲
レ
育
レ
物
。
以
二
大
悲
一

爲
レ
拯
レ
迷
。
…
…
觖
能
如
レ
是
、
則
晈
二
性
起
之
靈
珠
一、
證
二
菩
提

之
大
寶
一。
眞
解
現
前
、
而
塵
塵
華
藏
。
眞
行
成
、
而
物
物
妙
嚴
。）

1（
（

　

こ
こ
で
『
明
宗
記
』
の
撰
者
は
、
華
嚴
の
法
界
觀
を
方
軌
と
す
る
こ

と
で
「
眞
解
行
」
が
現
前
し
、
現
𧰼
世
界
が
そ
の
ま
ま
悟
り
の
世
界
と

し
て
顯
れ
て
く
る
と
說
く
。
そ
し
て
、
引
用
傍
線
部
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
佛
は
多
く
の
衆
生
を
受
け
入
れ
な
が

ら
も
蓄
え
る
こ
と
な
く
、
衆
生
の
⺇
根
に
合
わ
せ
て
も
流
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
求
衟
者
と
し
て
佛
に
仕
え
て
き
た
年
月
が
長
い

こ
と
を
、（
長
い
閒
、
悟
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
）
愧
じ
る
必
要
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
我
々
は
既
に
『
華
嚴
經
』
を
聞
い
て
、
金
剛
の
種
・
菩
提

の
苗
（
＝
成
佛
の
潛
在
可
能
性
）
を
體
內
で
育
ん
で
い
る
狀
態
に
あ
る
か

ら
で
あ
る
、
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
明
宗
記
』
に
お
け
る
「
呑
服

少
金
剛
」
の
譬
喩
は
、
修
行
者
と
い
う
存
在
を
、
絕
え
ず
生
成
し
遷
り

變
わ
っ
て
ゆ
く
法
界
の
一
部
と
し
て
捉
え
、
未
だ
悟
り
に
至
る
こ
と
が

で
き
な
い
現
狀
に
修
衟
論
上
の
意
味
を
與
え
る
も
の
と
し
て
⺇
能
し
て

い
る
。

　

ま
た
、『
明
宗
記
』
は
『
孔
目
章
』
の
隨
文
解
釋
を
行
う
段
落
に
お

い
て
、
三
生
成
佛
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

章
曰
、「
又
一
乘
法
義
、
出
出
世
證
。
余
時
見
聞
乁
比
解
行
。」

解
曰
、「
法
」
是
華
嚴
大
威
德
法
門
。
就
レ
法
顯
レ
義
、
義
分
二
信

解
行
證
一、
令
二
⺇
趣
一レ
證
。「
義
」
說
二
三
生
一。
故
曰
二
「
法
義
」
一

也
。
直
顯
一
乘
⺇
、
於
二
具
縛
身
中
一、
見
二

–

聞
此
法
一、
成
二
金
剛
種
一、
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爲
二
見
聞
生
一。
依
レ
種
發
レ
解
、
依
レ
解
成
レ
行
。
卽
離
二
結
縛
一、

名
二
解
行
生
一。
依
レ
行
證
入
、
離
二
於
情
繫
一、
名
二
證
入
生
一。
此
明
二

圓
⺇
・
圓
行
・
圓
證
一。
一
生
尅
證
、
三
生
必
圓
。
不
レ
落
二
堦
漸
一、

疾
得
レ
成
レ
證
。
故
屬
二
別
敎
一
乘
一
耳）

11
（

。

 
（
※
「　

」
內
は
智
儼
撰
『
孔
目
章
』
の
引
用
。）

　

こ
こ
で
は
、
三
生
成
佛
と
は
『
華
嚴
經
』
の
敎
化
對
𧰼
と
な
る
衆
生

が
そ
の
敎
え
を
聞
き
、
理
解
し
實
踐
す
る
こ
と
で
煩
惱
を
離
れ
、
悟
り

に
入
る
も
の
と
說
明
さ
れ
て
い
る
。
右
の
『
明
宗
記
』
の
解
釋
は
、
北

宋
の
霅
溪
衟
亭
（
一
〇
二
三
～
一
一
〇
〇
）
撰
『
華
嚴
一
乘
分
齊
章
義
苑

疏
』（
以
下
、『
義
苑
疏
』）
の
說
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
傍

線
部
以
下
は
衟
亭
の
說
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
衟
亭
の
『
義
苑
疏
』

で
は
、
圓
敎
に
お
け
る
解
行
は
見
聞
も
あ
わ
せ
て
備
え
て
い
る
の
で
、

解
行
の
一
生
は
界
內
・
界
外
に
通
じ
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
衟
亭

は
澄
觀
撰
『
三
圣
圓
融
觀
門
』
の
一
節
に
な
ぞ
ら
え
て
「
一
生
不

4

4

4

レ
克4

、

三
生
必
圓
。）

11
（

」
と
述
べ
、
一
生
で
は
煩
惱
を
斷
ず
る
こ
と
が
で
き
な
く

と
も
、
三
生
で
は
必
ず
逹
成
で
き
る
と
說
く
。
こ
れ
に
對
し
て
、『
明

宗
記
』
の
傍
線
部
で
は
、
三
生
成
佛
は
圓
敎
の
成
佛
論
で
あ
り
、「
一4

生
尅
證

4

4

4

、
三
生
必
圓
。」
と
、
一
生
の
う
ち
に
成
佛
で
き
る
と
い
う
側

面
を
强
調
す
る
。
こ
の
『
明
宗
記
』
の
立
場
は
、
智
儼
撰
『
孔
目
章
』

で
示
さ
れ
た
五
種
の
疾
得
成
佛
說
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

智
儼
は
六
十
『
華
嚴
』
の
中
に
說
か
れ
る
速
や
か
な
成
佛
を
、
以
下
の

五
種
に
分
類
し
た
。

一
、
依
二
勝
身
一
一
生
卽
得
。
從
二
見
聞
位
一
後
生
至
二
離
垢
定
一、

後
身
卽
成
佛
。
二
、
依
二
見
聞
一
逕
レ
生
疾
剋
。
三
、
依
二
一
時
一
疾

得
二
成
佛
一。
四
、
依
二
一
念
一
疾
得
二
成
佛
一。
五
、
依
二
無
念
一
疾

得
二
成
佛
一。）

11
（

　

こ
の
中
に
は
、「
後
身
」
や
「
後
生
」
に
お
け
る
成
佛
の
他
、
肉
體

を
舍
て
ず
に
成
佛
す
る
「
現
身
成
佛
」
の
事
例
も
含
ま
れ
る
。『
明
宗

記
』
の
撰
者
は
、
こ
う
し
た
智
儼
の
思
想
を
取
り
入
れ
、
一
生
で
の
成

佛
を
强
調
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
項
で
取
り
上
げ
た
擇
梧
の
場
合
、「
舍
身
受
身
、
出
家
學
レ
衟
」
と

述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
肉
體
を
舍
て
て
生
ま
れ
變
わ
っ
た
後
、

解
行
生
の
段
階
に
進
む
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
他
方
、『
明

宗
記
』
の
場
合
は
、
生
を
隔
て
る
こ
と
を
明
言
し
て
は
い
な
い
。
つ
ま

り
、『
明
宗
記
』
に
お
い
て
は
「
仰
遵
二
祖
訓
一、
輙
伸
二
警
策
一、
奉
勉
二

師
徒
一、
修
二
眞
言
行
一、
期
下
悟
二
心
王
一、
無
上
レ
勞
二
妄
識
一
矣
。」
と
い
う

日
常
的
な
修
行
の
理
想
を
說
く
段
落
か
ら
、「
眞
解
現
前
、
而
塵
塵
華

藏
。
眞
行
成
、
而
物
物
妙
嚴
。」
と
い
う
悟
り
の
世
界
の
實
現
ま
で
の

中
に
轉
生
を
介
さ
な
い
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、『
明
宗
記
』
の
撰
者

は
三
生
成
佛
を
「
一
生
尅
證

4

4

4

4

、
三
生
必
圓
。」
と
捉
え
て
い
た
こ
と
か
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ら
、
敢
え
て
一
生
の
う
ち
に
成
佛
で
き
る
と
も
讀
め
る
表
現
を
選
擇
し

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

東
ア
ジ
ア
の
華
嚴
宗
で
は
、
三
生
成
佛
と
い
う
敎
理
を
め
ぐ
っ
て

樣
々
な
解
釋
の
違
い
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
議
論
が
當
事
者
の
僧

侶
た
ち
に
と
っ
て
、
善
財
童
子
や
龍
女
の
成
佛
と
い
っ
た
經
典
の
中
の

事
例
に
よ
っ
て
引
證
さ
れ
る
理
論
上
の
問
題
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
自
己
の
實
踐
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
は
、
敎
理
文
獻

か
ら
讀
み
取
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
點
に
關
し
て

は
先
行
硏
究
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る）

11
（

。
飜
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上

げ
た
擇
梧
や
『
明
宗
記
』
の
撰
者
の
例
を
見
て
み
る
と
、
南
宋
の
華
嚴

宗
に
お
い
て
、
三
生
成
佛
の
思
想
が
實
踐
の
規
範
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

五　

結　

び

　

宋
代
の
印
刷
佛
典
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
宋
版
の
調
査
を
通
し

て
、
そ
の
出
版
流
通
の
經
緯
や
版
の
系
統
に
關
す
る
硏
究
等
が
進
め
ら

れ
る
一
方
、
佛
敎
の
敎
理
思
想
と
開
板
活
動
が
ど
の
よ
う
に
關
わ
る
の

か
と
い
う
點
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
南
宋
の
紹
興
年
閒
よ
り
乾
衟
年
閒
に
か
け
て
の
智
儼
の
著
作
を
取

り
卷
く
狀
況
を
整
理
し
、「
宋
版
孔
目
章
卷
四
後
序
」
の
著
者
で
あ
る

擇
梧
と
『
明
宗
記
』
の
撰
者
が
、
と
も
に
自
身
の
實
踐
を
三
生
成
佛
と

關
連
づ
け
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

宋
代
の
華
嚴
敎
學
が
宗
派
と
し
て
の
獨
自
性
と
一
貫
性
を
確
立
し
て

い
く
過
程
で
、
禪
宗
の
影
響
を
受
け
て
華
嚴
七
祖
說）

11
（

が
成
立
し
、
宗
祖

の
一
人
で
あ
る
智
儼
を
顯
彰
す
る
人
々
が
現
れ
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
中

に
は
、
師
會
や
善
熹
の
よ
う
に
自
ら
著
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
出
版
に

よ
っ
て
そ
の
理
念
を
實
現
し
よ
う
と
し
た
人
々
も
存
在
し
た
。
こ
う
し

た
流
れ
の
中
で
『
明
宗
記
』
は
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
撰
述
の
意

圖
に
つ
い
て
も
今
後
、
開
板
活
動
と
の
關
係
を
考
慮
し
て
再
考
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
以
上
に
論
じ
て
き
た
南
宋
に
お
け
る
智
儼
の
思
想
の
再
評
價

と
著
作
の
開
板
は
、
後
世
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
殘
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
明
の
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
に
成
立
し
た
慧
因
敎
院
の
寺
誌
、

『
玉
岑
山
慧
因
高
麗
華
嚴
敎
寺
志
』（
以
下
、『
慧
因
高
麗
寺
志
』）
卷
三
の

智
儼
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

雲
華
法
師
。
名
智
儼
、
不
レ
詳
二
里
氏
一。
帝
心
法
師
高
足
也
。
凡

帝
心
詮
二

–

釋
經
義
一、
師
更
流
暢
通
辨
、
使
二
其
敎
之
大
行
一。
雖
レ
不

レ
加
二
著
撰
一、
而
羽
翼
之
功
弘
焉
。
爲
二
東
土
華
嚴
敎
之
第
二
祖）

11
（

一。

　
『
慧
因
高
麗
寺
志
』
の
智
儼
傳
は
右
の
引
用
が
全
文
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
智
儼
は
杜
順
の
『
華
嚴
經
』
解
釋
を
流
暢
に
辨
じ
、
敎
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え
を
弘
め
た
も
の
の
、「
著
作
は
殘
さ
な
か
っ
た
（
傍
線
部
）」
と
あ

る
。
慧
因
敎
院
は
元
朝
滅
亡
の
至
正
二
七
年
（
一
三
六
七
）
に
「
兵
燹

之
厄）

11
（

」
に
遭
っ
て
荒
廢
し
、
明
代
に
入
っ
て
か
ら
復
興
し
た）

11
（

。
元
末
の

兵
火
で
典
籍
が
散
逸
し
傳
承
も
途
絕
し
た
こ
と
に
よ
り
、
既
に
明
代
に

は
、
智
儼
の
著
作
や
そ
の
開
板
に
盡
力
し
た
人
々
の
存
在
は
忘
れ
去
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、
宋
代
の
華
嚴
敎
學
は
鐮
倉
時
代
以

降
の
日
本
の
華
嚴
宗
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
。
す
な
わ
ち
、
東
大
寺

の
凝
然
（
一
二
四
〇
～
一
三
二
一
）
が
華
嚴
七
祖
說
を
受
け
入
れ
、
澄
觀

の
思
想
を
中
心
と
す
る
敎
學
を
提
唱
し
て
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

唐
代
の
祖
師
の
說
を
一
貫
性
あ
る
敎
學
と
し
て
如
何
に
理
解
す
べ
き
か

と
い
う
主
題
が
、
近
代
ま
で
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た

問
題
意
識
の
原
點
は
宋
代
の
華
嚴
宗
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
稿
で
取
り
上
げ
た
乾
衟
年
閒
の
思
想
潮
流
に
つ
い
て
も
、
日
本
佛
敎

に
與
え
た
影
響
を
含
め
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
多
い
が
、

そ
れ
ら
に
關
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）　

櫻
井
［
二
〇
二
二
Ａ
］
お
よ
び
［
二
〇
二
二
Ｂ
］、
參
照
。

（
２
）　

竺
沙
［
二
〇
〇
一
］
一
四
～
一
七
頁
。

（
３
）　

淨
源
の
刋
行
活
動
に
つ
い
て
は
、
吉
田
［
一
九
九
九
Ａ
］
一
〇
一
～

一
〇
六
頁
に
詳
し
い
。

（
４
）　

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
［
一
九
七
五
］
二
四
六
～
二
四
七

頁
、
常
盤
［
一
九
四
三
］
三
二
九
～
三
三
〇
頁
。

（
５
）　

溥
濬
述
「
華
嚴
經
綱
要
跋
文
」
稱
名
寺
圣
敎
一
〇
函
一
號
三
（
宋
版 

澄
觀
撰
『
華
嚴
經
綱
要
』
卷
下 

寫
本
）、
金
澤
文
庫
編
［
一
九
五
六
］

一
四
三
頁
、
參
照
。

（
６
）　

竺
沙
［
二
〇
〇
一
］
一
九
～
二
〇
頁
。

（
７
）　

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
［
一
九
七
五
］
二
四
七
頁
、
常
盤

［
一
九
四
三
］
三
三
〇
頁
。

（
８
）　

衟
僊
に
よ
る
『
孔
目
章
』
開
板
は
卷
一
の
み
で
あ
り
、
他
の
卷
は
別

人
に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
常
磐
大
定
氏

で
あ
る
。
常
盤
［
一
九
四
三
］
三
三
〇
頁
、
參
照
。

（
９
）　

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
［
一
九
七
五
］
三
〇
〇
～
三
〇
一

頁
。

（
10
）　

常
盤
［
一
九
四
三
］
三
三
三
～
三
三
五
頁
、
參
照
。

（
11
）　

宮
內
廳
書
陵
部
所
藏
・
紹
興
一
二
年
刋
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
八
〇

卷
、
附
『
入
不
思
議
解
脫
境
界
普
賢
行
願
品
』
一
卷
（
函
架
番
號
四
五

〇
―
一
）。「
宮
內
廳
書
陵
部
收
藏
漢
籍
集
覽
―
書
誌
書
影
・
全
文
影
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
―
」https://db2.sido.keio.ac.jp/kanseki/T

_bib_
search.php

を
參
照
（
二
〇
二
三
年
一
月
三
〇
日
閱
覽
）。

（
12
）　

奈
良
縣
敎
育
委
員
會
事
務
局
文
化
財
保
存
課
編
［
二
〇
〇
一
］
資
料

編
・
二
～
九
頁
。

（
13
）　

吉
田
［
一
九
九
七
Ａ
］、
參
照
。
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（
14
）　

智
儼
撰
『
孔
目
章
』
卷
四
・
融
會
一
乘
章
（
大
正
四
五
・
五
八
五
頁

下
～
五
八
六
頁
上
）
に
「
其
二
門
者
、
所
謂
同
別
二
敎
也
。
別
敎
者
、

別
二
於
三
乘
一
故
。
法
華
經
云
、
三
界
外
別
索
二
大
牛
之
車
一
故
也
。
同

敎
者
、
經
云
會
三
歸
一
故
、
知
レ
同
也
。」
と
あ
る
。

（
15
）　

法
藏
撰
『
五
敎
章
』
卷
上
・
敍
古
今
立
敎
（
宋
本
・
大
正
四
五
・
四

八
〇
頁
下
～
四
八
一
頁
上
）。
な
お
、
和
本
『
五
敎
章
』（
鐮
田
［
一

九
七
九
］
一
二
八
～
一
三
〇
頁
）
で
は
、
化
法
四
敎
（
藏
・
通
・
別
・

圓
）
と
化
儀
四
敎
の
う
ち
の
漸
敎
・
頓
敎
・
祕
密
敎
を
配
對
さ
せ
る

が
、『
刋
定
記
』
で
華
嚴
五
敎
に
影
響
を
與
え
た
と
さ
れ
る
の
は
、
化

法
四
敎
の
み
で
あ
る
。

（
16
）　

坂
本
［
一
九
五
六
］
二
三
八
～
二
三
九
頁
、
參
照
。

（
17
）　

慧
苑
撰
『
刋
定
記
』
卷
一
（
續
藏
一
―
五
・
九
丁
左
上
）
に
「
三
、

有
二
古
德
一、
亦
立
二
五
敎
一。
一
、
小
乘
敎
。
二
、
初
敎
。
三
、
終
敎
。

四
、
頓
敎
。
五
、
圓
敎
。
此
五
大
都
影
二

–

響
天
台
一、
唯
加
二
頓
敎
一
令
レ

別
爾
。」
と
あ
る
。

（
18
）　

澄
觀
撰
『
華
嚴
經
疏
』
卷
二
（
大
正
三
五
・
五
一
二
頁
中
）
に
「
今

初
以
レ
義
分
レ
敎
、
敎
類
有
レ
五
、
卽
賢
首
所
レ
立
。
廣
有
二
別
章
一。
大
同

二
天
台
一、
但
加
二
頓
敎
一。」
と
あ
る
。

（
19
）　

坂
本
［
一
九
五
六
］
二
三
九
～
二
四
〇
頁
、
參
照
。

（
20
）　

坂
本
［
一
九
五
六
］
二
四
七
頁
、
參
照
。

（
21
）　

吉
田
［
一
九
九
七
Ａ
］、
參
照
。

（
22
）　

師
會
の
同
敎
一
乘
の
解
釋
に
つ
い
て
は
吉
田
［
一
九
九
九
Ｂ
］、
參

照
。

（
23
）　

乾
衟
九
年
（
一
一
七
三
）
刋
行
の
宋
版
『
孔
目
章
』
卷
四
後
序
の
中

で
、
擇
梧
が
義
和
を
「
先
師
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
義
和
の
沒

年
は
『
華
嚴
念
佛
三
昧
無
盡
燈
序
』
を
著
し
た
乾
衟
元
年
か
ら
同
九
年

ま
で
の
閒
（
一
一
六
五
～
七
三
）
と
推
測
さ
れ
る
。

（
24
）　

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
［
一
九
七
五
］
二
四
二
～
二
四
三

頁
（
高
山
寺
圣
敎
類
第
四
部
・
第
四
一
函
９
）。

（
25
）　

稱
名
寺
圣
敎
一
九
函
二
號
末
尾
。
金
澤
文
庫
編
［
一
九
五
六
］
二
三

四
～
二
三
五
頁
（
識
語
番
號
七
九
四
）。

（
26
）　

常
磐
［
一
九
四
三
］
三
六
一
～
三
六
二
頁
、
參
照
。

（
27
）　

宋
版
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
以
外
の
例
を
擧
げ
れ
ば
、
宋
版
『
孔
目

章
』
卷
一
お
よ
び
『
華
嚴
旨
歸
』
の
義
和
と
衟
僊
、
宋
版
『
孔
目
章
』

卷
四
の
少
微
、
あ
る
い
は
紹
煕
四
年
（
一
一
九
三
）
に
『
明
宗
記
』
を

刋
行
し
た
修
寂
も
、「
傳
賢
首
敎
觀
」
等
の
自
稱
を
用
い
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
自
己
の
思
想
系
譜
を
示
す
自
稱
は
、
版
本

の
刋
行
事
業
に
携
わ
っ
た
僧
侶
が
よ
く
用
い
る
一
方
、
敎
理
文
獻
の
撰

述
者
の
場
合
に
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
敎
理
文
獻

の
撰
述
者
の
場
合
は
「
玉
峯
沙
門 

師
會
」
の
よ
う
に
地
名
等
を
冠
し

た
自
稱
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
。
例
外
と
し
て
、『
註
仁
王
護
國
般
若

經
』（
續
藏
一
―
四
一
・
一
四
九
丁
左
上
）
に
お
い
て
「
大
宋
國
傳
賢

首
祖
敎
沙
門 

淨
源
」
と
い
う
撰
名
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
淨

源
の
著
作
で
は
「
晉
水
沙
門 

淨
源
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
28
）　

志
磐
撰
『
佛
祖
統
紀
』
卷
二
九
（
大
正
四
九
・
二
九
二
頁
下
）。

（
29
）　

中
國
佛
敎
に
お
け
る
宗
派
槪
念
に
關
す
る
先
行
硏
究
は
、
シ
ッ
ケ
タ
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ン
ツ
［
二
〇
一
六
］
二
〇
〇
～
二
〇
四
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
30
）　

櫻
井
［
二
〇
二
二
Ｂ
］、
參
照
。

（
31
）　

擇
梧
述
「
宋
版
孔
目
章
卷
四
後
序
」（
稱
名
寺
圣
敎
八
五
函
五
號
・

第
四
紙
目
）。
櫻
井
［
二
〇
二
二
Ｂ
］
三
七
頁
、
參
照
。

（
32
）　

善
熹
撰
『
斥
謬
』（
續
藏
二
―
八
・
四
五
二
丁
右
上
）、
參
照
。

（
33
）　
『
明
宗
記
』（
續
藏
二
―
八
・
二
八
丁
右
下
）。

（
34
）　

大
悲
神
咒
と
は
、『
千
手
千
眼
觀
世
音
菩
薩
廣
大
圓
滿
無
礙
大
悲
心

陀
羅
尼
經
』
に
所
載
の
マ
ン
ト
ラ
（
眞
言
）
を
唱
え
る
行
法
で
あ
り
、

南
宋
の
時
代
に
は
出
家
・
在
家
を
問
わ
ず
廣
く
實
踐
さ
れ
て
い
た
。
本

多
［
二
〇
〇
八
］、
參
照
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
藏
」
は
經
典
等
を
讀

誦
し
た
囘
數
を
表
す
單
位
で
、
一
藏
は
五
千
四
十
八
囘
。
南
宋
の
『
佛

祖
統
紀
』
卷
一
一
（
大
正
四
九
・
二
一
二
頁
上
）
に
用
例
が
あ
る
。

（
35
）　

擇
梧
述
「
孔
目
章
卷
四
後
序
」（
稱
名
寺
圣
敎
八
五
函
五
號
・
第
四

紙
目
）、
櫻
井
［
二
〇
二
二
Ｂ
］
三
七
頁
、
參
照
。

（
36
）　

六
十
『
華
嚴
』
卷
三
六
・
性
起
品
（
大
正
九
・
六
二
九
頁
上
）、
八

十
『
華
嚴
』
卷
五
二
・
如
來
出
現
品
（
大
正
十
・
二
七
七
頁
上
）。

（
37
）　

法
藏
撰
『
五
敎
章
』
所
詮
差
別
（
宋
本
：
大
正
四
五
・
四
八
九
頁

下
、
和
本
：
鐮
田
［
一
九
七
九
］
三
八
〇
頁
）。

（
38
）　

三
生
成
佛
の
諸
解
釋
に
つ
い
て
は
、
馬
淵
［
二
〇
〇
五
］、
野
呂
［
二

〇
〇
六
］
に
詳
し
い
。

（
39
）　

擇
梧
述
「
孔
目
章
卷
四
後
序
」
に
、「
聞
レ
法
犹
二
風
過
一レ
耳
、
臨
レ
文

觸
レ
事
面
墻
。
解
心
既
無
、
正
理
安
悟
。
生
則
徒
勞
二
於
事
一レ
佛
、
死
則

恐
難
二
於
幽
塗
一、
於
レ
是
結
二
般
若
緣
、
植
二
智
惠
種
一。（
櫻
井
［
二
〇
二

二
Ｂ
］
三
七
頁
）」
と
あ
る
。

（
40
）　

續
藏
所
收
の
『
明
宗
記
』（
藏
二
―
八
・
二
八
丁
右
下
）
に
は
「
賢

首
曰
、
菩
提
大
寶
、
性
起
靈
珠
、
既
琢
既
磨
、
資
二
智
慧
一
而
觀
察
、
爲

レ
調
爲
レ
餝4

、
藉
二
萬4

行
一
以
嚴
成
。」
と
あ
る
が
、
大
正
藏
所
收
の
『
華

嚴
經
義
海
百
門
』（
大
正
四
五
・
六
三
三
頁
上
）
に
は
「
夫
菩
提
大
寶
、

性
起
靈
珠
、
既
琢
既
磨
、
資
二
智
慧
一
而
觀
察
、
爲
レ
調
爲
レ
舒4

、
藉
二
解4

行
一
以
嚴
成
。」
と
あ
り
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
そ
の
大
意
は
、
凡
夫

の
境
界
に
あ
っ
て
も
悟
り
の
本
質
は
既
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
智
慧

を
も
っ
て
觀
察
す
れ
ば
、
解
行
（
あ
る
い
は
萬
行
）
に
よ
っ
て
莊
嚴
さ

れ
た
法
界
が
顯
現
す
る
、
と
な
る
。

（
41
）　
『
明
宗
記
』（
續
藏
二
―
八
・
二
八
丁
右
下
～
左
上
）。

（
42
）　
『
明
宗
記
』（
續
藏
二
―
八
・
一
三
丁
左
上
）。

（
43
）　

衟
亭
撰
『
義
苑
疏
』（
續
藏
二
―
八
・
一
〇
四
丁
左
上
）。
な
お
、
澄

觀
述
『
三
圣
圓
融
觀
門
』
の
原
文
は
「
一
生
不
剋
、
三4

圣4

必
圓
矣
。（
大

正
四
五
・
六
七
二
頁
上
）」
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
三
圣
」
と
は
毘
盧

遮
那
如
來
・
普
賢
菩
薩
・
文
殊
菩
薩
を
指
す
（
大
正
四
五
・
六
七
一
頁

上
）。

（
44
）　

智
儼
撰
『
孔
目
章
』
卷
四
（
大
正
四
五
・
五
八
五
頁
下
）。

（
45
）　

三
生
成
佛
の
實
踐
性
に
關
し
て
、
馬
淵
昌
也
氏
は
、
六
十
『
華
嚴
』

に
善
財
童
子
が
修
行
者
の
典
範
と
な
る
と
說
く
こ
と
に
着
目
し
、
三
生

成
佛
を
修
行
者
自
身
の
成
佛
論
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
問
題
と
し
つ
つ

も
、「
智
儼
も
法
藏
も
そ
の
モ
チ
ー
フ
を
明
言
は
し
て
い
な
い
」
と
す

る
（
馬
淵
［
二
〇
〇
五
］
二
五
〇
頁
）。
こ
れ
に
對
し
て
、
村
上
俊
氏
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金
澤
文
庫
編
［
一
九
五
四
］『
金
澤
文
庫
古
文
書
（
第
六
輯
・
闕
名
書
狀

篇
）』
金
澤
文
庫

金
澤
文
庫
編
［
一
九
五
六
］『
金
澤
文
庫
古
文
書
（
第
十
輯
・
識
語
篇
）』
金

澤
文
庫

坂
本
幸
男
［
一
九
五
六
］『
華
嚴
敎
學
の
硏
究
』
平
樂
寺
書
店

納
冨
常
天
［
一
九
七
一
］「
金
澤
文
庫
本
『
華
嚴
融
會
一
乘
義
章
明
宗
記
』

に
つ
い
て
」『
金
澤
文
庫
硏
究
』
一
八
四

高
雄
義
堅
［
一
九
七
五
］『
宋
代
佛
敎
史
の
硏
究
』
百
華
苑

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
［
一
九
七
五
］『
高
山
寺
經
藏
典
籍
文
書

目
錄
第
二
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
五
册
）』
東
京
大
學
出
版
會

鐮
田
茂
雄
［
一
九
七
九
］『
佛
典
講
座
28　

華
嚴
五
敎
章
』
大
藏
出
版

中
條
衟
昭
［
一
九
八
〇
］「『
明
宗
記
』
に
見
る
同
別
二
經
論
」『
宗
敎
硏
究
』

五
三
―
三

村
上
俊
［
一
九
九
六
］「
唐
代
禪
思
想
硏
究
」『
硏
究
報
吿 

第
四
册
』
花
園

大
學
國
際
禪
學
硏
究
所

吉
田
剛
［
一
九
九
六
］「『
明
宗
記
』
の
著
作
目
的
と
そ
の
同
敎
理
解
」『
駒

澤
大
學
大
學
院
佛
敎
學
硏
究
會
年
報
』
二
九

吉
田
剛
［
一
九
九
七
Ａ
］「
趙
宋
華
嚴
敎
學
の
展
開
―
法
華
經
解
釋
の
展
開

を
中
心
と
し
て
―
」『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
論
集
』
第
二
七
號

吉
田
剛
［
一
九
九
七
Ｂ
］「
中
國
華
嚴
の
祖
統
說
に
つ
い
て
」
鐮
田
茂
雄
愽

士
古
稀
記
念
會
編
『
華
嚴
學
論
集
』
大
藏
出
版

吉
田
剛
［
一
九
九
九
Ａ
］「
晉
水
淨
源
と
宋
代
華
嚴
」『
禪
學
硏
究
』
七
七

吉
田
剛
［
一
九
九
九
Ｂ
］「
師
會
に
よ
る
同
敎
解
釋
の
特
徵
」『
印
佛
硏
』
第

は
智
儼
の
三
生
成
佛
說
に
實
踐
性
を
讀
み
込
も
う
と
し
た
（
村
上
［
一

九
九
六
］
一
九
〇
頁
）。
ま
た
、
野
呂
靖
氏
は
、
凝
然
に
お
い
て
三
生

成
佛
が
「
具
體
的
に
實
踐
可
能
な
「
修
行
成
佛
」
の
立
場
と
し
て
極
め

て
重
視
さ
れ
て
い
た
」
と
す
る
（
野
呂
［
二
〇
〇
六
］
五
四
頁
）。

（
46
）　

華
嚴
七
祖
說
と
は
、「
馬
鳴
―
龍
樹
―
杜
順
―
智
儼
―
法
藏
―
澄
觀

―
宗
密
」
の
七
人
を
華
嚴
宗
の
祖
師
と
す
る
說
の
こ
と
で
、
北
宋
の
淨

源
が
提
唱
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
［
一
九
九
七
Ｂ
］、
參
照
。

（
47
）　
『
慧
因
高
麗
寺
志
』
卷
三
（『
中
國
佛
寺
史
志
彙
刋
』
卷
二
〇
・
三

二
頁
）。『
慧
因
高
麗
寺
志
』
の
テ
キ
ス
ト
は
「CBET
A

 O
nline

」

https://cbetaonline.dila.edu.tw
/zh

に
て
閱
覽
（
二
〇
二
三
年
一

月
三
〇
日
閱
覽
）。

（
48
）　
『
慧
因
高
麗
寺
志
』
卷
一
（『
中
國
佛
寺
史
志
彙
刋
』
卷
二
〇
・
一

頁
）。

（
49
）　

慧
因
敎
院
の
歷
史
に
つ
い
て
は
、
吉
田
［
二
〇
〇
四
］
二
八
七
～
二

九
一
頁
の
年
表
も
參
照
。

參
考
文
獻

關
靖
編
［
一
九
三
九
］『
金
澤
文
庫
古
書
目
錄
』
巖
松
堂

常
盤
大
定
［
一
九
四
三
］「
宋
代
に
お
け
る
華
嚴
敎
學
興
隆
の
由
緣
」『
支
那

佛
敎
の
硏
究　

第
三
』
春
秋
社
（
初
出
『
宗
敎
硏
究
』
新
一
二
―
六
、
一

三
―
一
・
二
、
一
九
三
五
～
一
九
三
六
年
）

大
屋
德
城
［
一
九
九
八
］『
高
麗
續
藏
琱
造
攷
（
大
屋
德
城
著
作
選
集
第
七

卷
）』
國
書
刋
行
會
（
初
版
一
九
三
七
年
、
便
利
堂
）
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四
七
卷
二
號
（
通
號
九
四
）

竺
沙
雅
章
［
二
〇
〇
〇
］『
宋
元
佛
敎
文
化
史
硏
究
（
汲
古
叢
書
二
五
）』
汲

古
書
院

竺
沙
雅
章
［
二
〇
〇
一
］「
中
國
古
版
經
に
つ
い
て
―
宋
代
單
刻
本
佛
典
と

明
淸
藏
經
」（
奈
良
縣
敎
育
委
員
會
事
務
局
文
化
財
保
存
課
編
『
奈
良
縣

所
在
中
國
古
版
經
調
査
報
吿
書
』
二
〇
〇
一
、
所
收
）

奈
良
縣
敎
育
委
員
會
事
務
局
文
化
財
保
存
課
編
［
二
〇
〇
一
］『
奈
良
縣
所

在
中
國
古
版
經
調
査
報
吿
書
』

吉
田
剛
［
二
〇
〇
四
］「
杭
州
慧
因
院
（
高
麗
寺
）
に
お
け
る
華
嚴
學
の
動

向
」『
佛
敎
學
硏
究
』
韓
國
佛
敎
學
硏
究
會

馬
淵
昌
也
［
二
〇
〇
五
］「
唐
代
華
嚴
敎
學
に
お
け
る
三
生
成
佛
論
の
展
開

に
つ
い
て｣

『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
論
集
』
三
六

野
呂
靖
［
二
〇
〇
六
］「
日
本
華
嚴
に
お
け
る
三
生
成
佛
說
に
關
す
る
諸
師

の
見
解｣

『
龍
谷
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
紀
要
』
二
八

本
多
衟
隆
［
二
〇
〇
八
］「「
大
悲
呪
」
攷

―
中
國
近
世
に
お
け
る
受
容
の

諸
相
」『
臨
濟
宗
妙
心
寺
派
敎
學
硏
究
紀
要
』
六

野
澤
佳
美
［
二
〇
一
五
］『
印
刷
漢
文
大
藏
經
の
歷
史　

中
國
・
高
麗
篇
（
シ

リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
アvol.3

）』
立
正
大
學
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

沼
本
克
明
［
二
〇
一
〇
］「
高
山
寺
の
一
切
經
と
請
來
版
經
」『
高
山
寺
典
籍

文
書
綜
合
調
査
團
硏
究
報
吿
論
集　

平
成
二
十
二
年
』

エ
リ
ッ
ク
・
シ
ッ
ケ
タ
ン
ツ
［
二
〇
一
六
］『
墮
落
と
復
興
の
近
代
中
國
佛

敎

―
日
本
佛
敎
と
の
邂
逅
と
そ
の
歷
史
像
の
構
筑
』
法
藏
館

京
都
佛
敎
各
宗
學
校
連
合
會
編
［
二
〇
二
〇
］『
新
編 

大
藏
經

―
成
立
と

變
遷
』
法
藏
館

神
奈
川
縣
立
金
澤
文
庫
編
［
二
〇
二
一
］『
特
別
展
よ
み
が
え
る
中
世
の
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
―
い
ま
ふ
た
た
び
出
會
う
古
文
書
た
ち
―
』
神
奈
川
縣
立
金

澤
文
庫

櫻
井
唯
［
二
〇
二
二
Ａ
］「
宋
代
華
嚴
宗
と
宋
版
『
孔
目
章
』
の
刋
行
―
湛

睿
寫
「
孔
目
章
成
佛
心
要
後
序
」
の
紹
介
―
」『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と

思
想
』
三
〇

櫻
井
唯
［
二
〇
二
二
Ｂ
］「
湛
睿
寫
『
孔
目
章
成
佛
心
要
後
序
』
に
つ
い
て

―
「
宋
版
華
嚴
孔
目
章
後
序
」
飜
刻
と
譯
註
―
」『
金
澤
文
庫
硏
究
』
三

四
九
號

本
硏
究
はJSPS

科
硏
費
（22K

12995

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
智
儼
、
華
嚴
經
內
章
門
等
雜
孔
目
、
釋
雲
華
尊
者
融
會
一

乘
義
章
明
宗
記
、
宋
版
單
刻
本
、
三
生
成
佛




